
 

 

UA ゼンセン 北朝鮮による日本人拉致被害者家族支援活動の取り組み 

 

2002 年：組織として活動に取り組むことを確認。「救う会」へカンパ金贈呈。 

2005 年：「北朝鮮による日本人拉致被害者支援のためのカンパ活動」の展開を決定。 

カンパ活動を実施し、カンパ金を家族会および調査会へ贈呈。 

      また、しおかぜグッズも販売し、売上を救う会東京および調査会へ贈呈。 

      ※以後、全国各地で街頭アピール行動や「しおかぜ」サポーターグッズの購入・着用運動に継続

して取り組む。 

2006 年：しおかぜグッズの販売や署名活動を実施。売上は調査会へ贈呈。 

2007 年：しおかぜグッズの販売やカンパ活動を実施。売上・カンパ金を調査会へ贈呈。 

2008 年：しおかぜグッズの販売やカンパ活動を実施。売上・カンパ金を調査会へ贈呈。 

2009 年：しおかぜグッズの販売やカンパ活動を実施。売上・カンパ金を調査会へ贈呈。 

ブルーリボンバッジの売上は救う会愛媛へ贈呈。 

全国統一行動として 2010年までにすべての都道府県支部が署名活動に取り組むことを決定。 

2011 年：署名 62,299 筆を中野拉致問題担当大臣へ提出。 

2012 年：署名 28,916 筆を松原拉致問題担当大臣へ提出。 

2013 年：署名 61,691 筆を古屋拉致問題担当大臣へ提出。 

2014 年：署名 112,277 筆を古屋拉致問題担当大臣へ提出。 

2015 年：署名 237,711 筆を山谷拉致問題担当大臣へ提出。 

2016 年：署名 207,397 筆を加藤拉致問題担当大臣へ提出。 

2017 年：署名 383,811 筆を加藤拉致問題担当大臣へ提出。 

現在に至るまで、署名・カンパ・学習および啓発活動を継続して実施中。 

  

 

 

 


